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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成形品の表面にポリウレタンの層を形成する方法において、
　ａ）まず、反応性成分であるポリオールおよびイソシアネートを混合ヘッド（２）にて
混合し、次に
　ｂ）工程ａ）で調製した反応性混合物を噴霧手段の流路に通して導き、
　ｃ）噴霧手段を出る反応性混合物を基材（５）の表面に噴霧し、そこで硬化する方法で
あって、
　ｄ）少なくとも２つの箇所で噴霧手段の流路にガスストリームを導入し、それらの２つ
の箇所の間の距離ｌと直径ｄとの割合
【数１】

が１０より大きくなるようにする
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　流路の入口領域に配置した第１供給パイプにより第１のガス導入を実施し、流路の出口
領域に配置した第２供給パイプを介して第２のガス導入を実施することを特徴とする、請
求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　２つの箇所より多くの場所で、噴霧手段の流路にガスストリームを導入することを特徴
とする、請求項１および請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　流路へのガス導入を、接線方向に実施することを特徴とする、請求項１～請求項３のい
ずれかに記載の方法。
【請求項５】
　流路は、異なる直径を有する複数のシリンダー状領域を有することを特徴とする、請求
項１～請求項４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　流路の直径は、出口開口に向かう方向でステップ状に増加することを特徴とする、請求
項５に記載の方法。
【請求項７】
　ガスストリームを導入するための供給パイプを、断面拡大部の直ぐ下流に配置すること
を特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　成形品の表面にポリウレタンの層を形成する装置であって：
ａ）反応性成分であるポリオールおよびイソシアネートの貯蔵容器および計量ユニット、
ｂ）反応性成分を混合するための混合ヘッド（２）、
ｃ）貯蔵容器から計量ユニットへの接続パイプおよび計量ユニットから混合ヘッドへの接
続パイプ、
ｄ）混合ヘッド（２）に流体圧的に接続された、流路を有する噴霧手段
を有して成り、
ｅ）第１ガスストリームを流路に導入するための、流路の入口領域に配置した第１供給パ
イプ、
ｆ）第２ガスストリームを流路に導入するための、流路の出口領域に配置した第２供給パ
イプであって、その２つの箇所の間の距離ｌと直径ｄとの割合
【数２】

が１０より大きくなるようにした第２供給パイプ
を更に有して成ることを特徴とする装置。
【請求項９】
　更なるガスストリームを導入するための少なくとも１つの更なる供給パイプが、流路に
おいて第１供給パイプと第２供給パイプとの間に配置されていることを特徴とする、請求
項８に記載の装置。
【請求項１０】
　流路への供給パイプの供給パイプ入口開口を、流路に対して接線方向に配置することを
特徴とする、請求項８または請求項９のいずれかに記載の装置。
【請求項１１】
　流路は、異なる直径を有する複数のシリンダー状領域からなることを特徴とする、請求
項８～請求項１０のいずれかに記載の装置。
【請求項１２】
　流路の直径は、出口開口に向かう方向でステップ状に増加することを特徴とする、請求
項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　ガスストリームを導入する供給パイプを、断面拡大部のすぐ下流に配置することを特徴
とする、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
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　ガスストリームを調節する制御要素を、供給パイプに到るガスパイプに配置することを
特徴とする、請求項８～請求項１３のいずれかに記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリウレタンの層を含む成形品を射出操作で製造する方法および装置に関し
、少なくとも２つの箇所で噴霧手段の流路にガスストリームを導入する。
【背景技術】
【０００２】
　反応性プラスチック材料、例えばポリウレタンを、基材に２次元的に塗布する必要があ
る場合、噴霧は大部分の場合で好都合な塗布技術である。高い反応性を有する原材料系の
場合、特に射出操作で、下流に特別な噴霧ノズルを設けた、いわゆる高圧混合機を用いる
。そのような噴霧システムの例が、欧州特許第０３０３３０５Ｂ１号に記載されている。
【０００３】
　そのような噴霧混合ヘッドは、非常に素早く動作する必要があるロボットにより一般的
に誘導されるため、そのような噴霧混合ヘッドが小さく、それに応じて軽量であることが
非常に好適である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、３次元の噴霧層の場合、特に、例えば自動車産業用の外板要素の場合の
ような狭い空洞およびアンダーカットを有する成形品の場合、小型化させた噴霧混合ヘッ
ドであっても、制限的な事項に直面する。
【０００５】
　成形品が複雑になればなるほど、所望の噴霧層の厚さおよび最適な表面を有する理想的
な噴霧層を得るために、混合ヘッドをより頻繁に再配置する必要があるため、最適な噴霧
方法の特に重要な基準は、射出の中断である。
【０００６】
　しかしながら、そのような必要な射出の中断後も、噴霧システムは引き続き十分に機能
的である必要があり、即ち、射出の中断の間、排出要素または噴霧要素を反応性混合物で
閉塞させてはならない。
【０００７】
　従って、本目的は、ポリウレタンの層を含む成形品を射出操作で製造する方法および装
置を提供することであり、そこでは、用いる噴霧システムにより、
－成形品に狭い空洞およびアンダーカットが存在する場合であっても、理想的な噴霧層を
形成することができ、
－射出の中断の間、排出要素または噴霧要素は反応性混合物により閉塞しない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、ポリウレタンの層を含む成形品を射出操作で製造する方法に関し、
　ａ）まず、反応性成分であるポリオールおよびイソシアネートを混合ヘッドにて混合し
、次に
　ｂ）工程ａ）で調製した反応性混合物を、噴霧手段の流路に通して導き、
　ｃ）噴霧手段を出る反応性混合物を基材の表面に噴霧し、そこで硬化する方法であって
、
　ｄ）少なくとも２つの箇所で噴霧手段の流路にガスストリームを導入し、それらの２つ
の箇所の間の距離ｌと直径ｄとの割合（ｌ／ｄ）ｍａｘが１０より大きい、好ましくは１
５より大きい、特に好ましくは２０より大きくなるようにする
ことを特徴とする。
【０００９】
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　２より多くの箇所で、または２より多くの供給パイプから、ガスストリームを導入する
場合、距離ｌは、互いに最も遠く離れている箇所の間または供給パイプの間の距離である
。
【００１０】
　噴霧手段は、例えば、噴霧ランスもしくは噴霧ノズルまたはポリウレタン反応性混合物
を噴霧するのに適する別の装置であってよい。
【００１１】
　図１、図２および図５は、例によって、説明した問題に対する解決策を示す。それらの
図面は、ポリウレタンの層を含む成形品を射出操作で製造する方法を図示する。その方法
において、まず反応性成分を混合ヘッドにて混合し、次に、上記のようにして調製した反
応性混合物を、噴霧ランス（図２）または噴霧ノズル（図１および図５）の流路に通して
導き、噴霧ランスまたは噴霧ノズルを出る反応性混合物を基材の表面に噴霧し、そこで硬
化するが、少なくとも２つの箇所で、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路にガスストリー
ムを導入する。
【００１２】
　この新規な方法により、ポリウレタンの層を含む成形品を射出操作で製造するための、
目的の記載で説明した基準が、十分にまた完全に達成される。
【００１３】
　噴霧ランスまたは噴霧ノズルとしての排出要素をほとんど自由に設計できるので、成形
品に狭い空洞および／またはアンダーカットが存在する場合であっても、理想的な噴霧層
を形成することができる。これは、特に図１および図５を参照して理解することもできる
。
【００１４】
　少なくとも２つの箇所における、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路へのガスストリー
ムの導入は、まず反応性混合物を噴霧液滴のストリームに分割させるだけでなく、噴霧液
滴を流路の全長にわたって輸送もさせる。ガスストリームを液状ストリームと比べて十分
に多くすることにより、これを達成することが好ましい。他方で、その場合、噴霧して付
着した反応性混合物の一部が、強い空気ストリームにより吹き飛ばされる恐れがあるため
、ガスストリームは多すぎてはならない。従って、混合ヘッドから排出される反応性混合
物のストリームに導入するガスストリームの質量比は、０．００２～０．１、好ましくは
０．００４～０．０５、また特に好ましくは０．００６～０．０３の範囲である。
【００１５】
　流路の少なくとも２つの箇所におけるガス導入の更なる重要な効果は、射出を中断して
いる場合であっても、即ち、反応性混合物は止まるが、流路の少なくとも２つの箇所にて
ガスの導入を持続している場合、流路では全長にわたり反応性混合物なしで気体が流れ、
従って、更なる噴霧処理に対して十分に機能できる状態のままである。
【００１６】
　多段式ガス導入の基本となる利点は、
　－良好な組成物分布を有する良好な噴霧パターンおよび
　－噴霧ランスをきれいに保つこと
という２つの目的を、よりよく、また実質的により柔軟に達成することができることであ
る。単段式のガス導入の場合、即ち、噴霧ランスがより長い場合、第１ガス注入のせいで
初期に生成する微細な液滴が合一して、より粗大な液滴が再び生成し、また他方では、反
応混合物が噴霧ランスの後方領域の壁に付着し、それにより噴霧ランスが長期運転で、少
なくとも噴霧ジェットが阻害される程度まで詰まってしまうという問題がある。一方の注
入箇所にてガスの量を増加させることにより、双方の影響を原理上は避けることができる
が、これは残念なことに、強い空気ストリームにより、噴霧層の一部が吹き飛ぶことを招
き、均一な噴霧塗布はもはや達成されず、組成物分布はもはや要求を満たさない。他方、
多段式ガス添加の場合、これらの影響の組み合わせをかなりよく制御または最適化するこ
とができる。
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【００１７】
　しかしながら、２つの最も離れたガス注入箇所（即ち、混合領域の最初の下流および噴
霧手段からの出口手前の最後の下流）が、互いに特定の最小の距離にある場合のみ、流路
の少なくとも２つの箇所にガスを導入する利点が有効となる。それらが互いに非常に近接
している場合、それらの方法に関連する効果により、それらは原理上単一のガス注入のよ
うに作用するため、機能しない。そのような理由により、２つの最も離れたガス注入箇所
（即ち、混合領域の最初の下流および噴霧手段からの出口手前の最後の下流）の間の最小
距離を規定するために、方法に関連する固有値を導入する。この固有値（ｌ／ｄ）ｍａｘ

は、ガス注入箇所の間の軸方向の距離を、噴霧手段の内径に関連づける。噴霧手段の流路
の形状が、途切れのない連続的なシリンダー状領域の形状と異なる形状の場合（例えば、
それが円錐形である場合、あるいは異なる直径を有する複数のシリンダー状領域が存在す
る場合）次の基準直径ｄを数式から計算する：
【００１８】
【数１】

【００１９】
これは、実際の流路と同じ体積および同じ長さを有する途切れのない連続的なシリンダー
状領域が２つの最も離れたガス注入箇所の間に有したであろう直径に対応する。その数式
において、Ｖは２つの最も離れたガス注入箇所の間の流路の体積に対応し、ｌは２つのガ
ス注入箇所の間の距離である。
【００２０】
　この新規な方法の更なる態様において、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路へのガスの
最初の導入は、反応性混合物の流路への入口領域で実施し、ガスの最後の導入は、反応性
混合物の流路からの出口のすぐ近傍にて実施し、即ち、出口断面への最後のガス導入の距
離は約３～５０ｍｍが好ましく、５～４０ｍｍが特に好ましく、また８～３０ｍｍが殊更
特に好ましい。
【００２１】
　従って、この寸法は、特に効果的な方法で全長にわたり流路をきれいに保つ効果がある
だけでなく；導入するガスの体積の最小化、およびその結果のエアロゾルが存在しない噴
霧ジェット、即ち、実質的に無害な噴霧ミストを有する噴霧ジェットも可能にする。その
上、最小化したガスストリームを有する噴霧ジェットは、その全幅にわたり実質的に一定
の組成物分布を有する。
【００２２】
　このことはすべて、製造技術の観点から大きな利点を有する。
【００２３】
　結果的に、まさに最初の射出の場合または射出の中断後のいずれにおいても、ほとんど
損失なく成形品の縁部にて、噴霧を即座に開始することができる。その上、そのような噴
霧ジェットにより単一層の被覆が可能である。これは、その結果、原材料の使用の最小化
およびサイクル時間の最短化をもたらす。
【００２４】
　中間の箇所においてもガスの更なる導入を実施するように、プロセスを延長してよい。
反応性混合物の反応性に応じて、これは１０００ｍｍまでの噴霧ランスまたは噴霧ノズル
の長さを可能にする。混合および噴霧システム全体における反応性混合物の滞留時間は、
当然、反応性混合物の化学的に決められる開始時間よりも著しく短くする必要があるため
、設定する範囲は、プロセスに関連するよりも化学的に関連する。
【００２５】
　個々のガス導入の間の距離を、次のプロセスに関連する固有値により規定する：
【００２６】
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【数２】

【００２７】
　寸法ｌｉは、２つの隣り合うガス注入箇所の間の軸方向の距離を表し、寸法ｄは、その
領域における基準直径を表す。噴霧手段の流路の形状が、途切れのない連続的なシリンダ
ー状領域の形状と異なる場合（例えば、それが円錐形である場合、あるいは異なる直径を
有する複数のシリンダー状領域が存在する場合）、次の数式から基準直径ｄを再び計算す
る：
【００２８】
【数３】

【００２９】
　これは、実際の流路と同じ体積および同じ長さを有する途切れのない連続的なシリンダ
ー状領域が２つの隣り合うガス注入箇所の間に有したであろう直径に再び対応する。その
数式において、Ｖは２つの隣り合うガス注入箇所の間の流路の体積に対応し、ｌは２つの
ガス注入箇所の間の距離である。
【００３０】
　用いる原材料系に応じて、上述の固有値は５～１００、好ましくは７～７０、また特に
好ましくは１０～５０の範囲である。低活性の原材料系の場合、第１評価としての初期値
として４０の固有値を用いることができ、より高い活性を有する原料系の初期値として２
０の固有値を用いることができる。最適な指標は、実験的に最良に決定できる。これに関
して、基準は、一方では噴霧ランスをきれいに保つことであり、他方では噴霧塗布の質で
ある。
【００３１】
　距離が狭すぎると、特により長いランスの場合、多数の非常に小さな空気入口開口とな
る。しかしながら、個々の空気入口開口は、一般的には唯一の圧縮空気リザーバ（例えば
、主要供給ネットワークであり、場合により下流に配置された減圧バルブを有する）から
供給されるため、個々の注入箇所を経る流れは非常に不規則であり、個々の穴が閉塞する
恐れがある。それぞれ個々のガスストリームを個別に制御することは理論的に可能である
が、多数のガス入口開口が存在する場合、これは当然、非常に複雑になる。更に、液滴生
成に関して、多数の比較的低いインパルスのガス注入ジェットの効果は、より少数のより
高いインパルスを負荷したガス注入ジェットの効果よりも小さい。
【００３２】
　他方、個々の注入箇所の間の軸方向の距離が大きすぎると、噴霧の間、ランスをきれい
に保つために、過剰な空気を添加する必要が生じる。しかしながら、多量の空気ストリー
ムは噴霧付着した材料の幾らかを吹き飛ばし、波状部が生じるため、これは噴霧塗布に悪
影響を及ぼす。
【００３３】
　噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路へのガス導入を接線方向に実施する場合、これは、
噴霧液滴の生成および噴霧液滴の輸送、ならびに噴霧システム全体のクリーニングを更に
改善する。
【００３４】
　この新規な方法の更なる態様において、ガス導入のガスストリームを調節または制御す
ることができる。このようにすると、反応性混合物の質量流量が変化する場合、それに応
じてガスストリームも適応させることができる。
【００３５】
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　特別な変形態様において、個々のガスストリームを、相互に独立して調節または制御す
ることができる。導入する全てのガスストリームは、反応性混合物の噴霧液滴と一緒に、
流路の出口開口を通って流れ、それによって、噴霧ジェットの出口速度がもたらされるた
め、これは特に重要である。塗布後、まだ液体である噴霧層が噴霧ジェットにより「吹き
飛ばされる」ことがないように、これはまた、低エアロゾルであるだけでなく、低インパ
ルスである必要がある。
【００３６】
　従って、全ガス導入の総数、即ち、ガスの総質量流量を最小化すること、および個々の
ガス導入を徐々に変化させること、即ち、例えば、最初のガス導入のガスストリームを、
流路に流入する反応性混合物を液滴に分割するのに十分に多くする必要があることが、適
切である。場合により、更なるガス導入のガスストリームを著しく少なくしてよい。それ
らは、噴霧液滴が合一することを防ぐのに十分に大きい必要があるだけにすぎない。全ガ
ス導入のストリームの総体積は、流路の寸法に従い、最終的に反応性混合物の排出能力に
応じて、５Ｎｌ／分～２００Ｎｌ／分、好ましくは１０Ｎｌ／分～１５０Ｎｌ／分であり
、特に好ましくは１５Ｎｌ／分～１００Ｎｌ／分の範囲であってよい。それに関して、１
Ｎｌ（標準リットル）なる用語は、２０℃および絶対圧力１．０１３ｂａｒにおける１リ
ットルのガスの体積を意味する。
【００３７】
　ガスストリーム用パイプに圧力計を装着する場合、操作性、即ち、噴霧ランスまたは噴
霧ノズルの流路の清浄度をモニターすることもできる。ガスの流れが一定で圧力増加が生
じる場合、それは十分に反応した反応性混合物が流路に付着していることを示す。
【００３８】
　原理上、圧力計を第１のガス導入のパイプに取り付ければ十分である。しかしながら、
圧力計が各ガスパイプに存する場合、流路のどの領域が特に影響を受けているのか突き止
めることができる。
【００３９】
　例えば図５で示すような噴霧層を、単一の噴霧要素により形成することはできない。噴
霧サイクルの間、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの交換ステーションによって実施できる噴
霧要素を交換することが必要であるし、あるいは存在できる空間に応じて同時にまたは交
互に噴霧する対応する噴霧要素を有する少なくとも２つの噴霧混合ヘッドと、そのような
成形装置（または成形型）を連係させる。
【００４０】
　噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路を操作可能状態に、即ち、きれいに保つために特に
有効な手段は、射出の中断の間、特に射出が終わった後、ガスストリームをパルス化する
こと、即ち、噴霧プロセスに必要な値を超えてパルス化する方法でガスストリームが増加
できるようにすることである。
【００４１】
　本発明の方法の好適な態様において、それぞれ異なる直径を有する複数の領域に流路を
分割する。ここでも、基準直径ｄを次の数式から再び計算する：
【００４２】
【数４】

【００４３】
　これは、実際の流路と同じ体積および同じ長さを有する途切れのない連続的なシリンダ
ー状領域が２つの隣り合うガス注入箇所の間に有したであろう直径に再び対応する。その
数式において、Ｖは隣り合うガス注入箇所の間の流路の体積に対応し、ｌは２つのガス注
入箇所の間の距離である。
【００４４】
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　特に好適な態様において、直径は、出口開口へ向かう方向で領域ごとに増加する。結果
的に、噴霧ランスの第１部分にて、相対的にインパルスを負荷したストリームが、比較的
大きな距離を流れることが可能である。図４で示すように、ガス注入箇所をこれらの断面
拡大部の下流に配置することが好適である。なぜなら、その結果、それらの領域の死角領
域を避けることができるからである。
【００４５】
　本発明は、ポリウレタンの層を含む成形品を射出操作で製造する装置にも関し、それは
：
ａ）反応性成分であるポリオールおよびイソシアネートの貯蔵容器および計量ユニット、
ｂ）反応性成分を混合するための混合ヘッド、
ｃ）貯蔵容器から計量ユニットへの接続パイプおよび計量ユニットから混合ヘッドへの接
続パイプ、
ｄ）流体圧的に混合ヘッドに接続された流路を有する噴霧手段
を有して成り、それは
ｅ）第１ガスストリームを流路に導入するための、流路の入口領域に配置した第１供給パ
イプ、
ｆ）噴霧手段の流路の距離ｌと直径ｄとの割合
【００４６】
【数５】

【００４７】
が１０より大きい、好ましくは１５より大きい、特に好ましくは２０より大きくなるよう
に、第１供給パイプおよび第２供給パイプを互いに距離ｌの場所に配置して、第２ガスス
トリームを流路に導入する、流路の出口領域に配置した第２供給パイプ、
を更に有することを特徴とする装置である。
【００４８】
　２より多くの箇所で、または２より多くの供給パイプから、ガスストリームを導入する
場合、距離ｌは、互いに最も離れた箇所または供給パイプの間の距離である。
【００４９】
　流路の入口領域を、混合ヘッドに面している流路の入口開口を基準として、流路の全長
の最初の２０％の領域に位置する領域として考える。それに応じて、流路の出口領域を、
混合ヘッドに面している入口開口を基準として、流路の全長の最後の２０％の領域に位置
する領域として考える。
【００５０】
　ガスのソースまたは圧縮機を設け、ガスのソースまたは圧縮機から、流路に入る第１お
よび第２供給パイプへの接続パイプを設けることにより、ガスの流路への供給が可能とな
る。
【００５１】
　噴霧手段は、噴霧ランスもしくは噴霧ノズル、または噴霧するポリウレタン反応性混合
物に適する別の手段であってよい。
【００５２】
　射出操作の場合に用いる混合ヘッドは、いわゆる高圧混合ヘッドであり、一般的にスラ
イダ制御混合ヘッド（Ｓｌｉｄｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｍｉｘｉｎｇ　ｈｅａｄ）
であり、この場合、再循環から射出操作への変更は制御スライドにより実施され、これは
、同時に混合チャンバーの洗浄要素でもある。
【００５３】
　噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路は混合チャンバーに直ぐ隣り合っており、ガススト
リームの流路への第１の導入を流路の始まりの箇所で直接実施する。これは、射出の中断
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の場合または射出の終了時に、流路だけでなく、フロントに位置する制御スライドの端面
でも、即ち洗浄箇所にて、エアブラストにより吹き飛ばしてきれいにすることができると
いう利点がある。
【００５４】
　原材料系に依存して、即ち、反応性混合物の反応性および粘度に依存して、噴霧の際に
用いる圧力は約０．２ｂａｒ～５０ｂａｒ、好ましくは０．３ｂａｒ～３０ｂａｒ、特に
好ましくは０．５ｂａｒ～１０ｂａｒである。その結果、比較的長い噴霧チャネルを用い
ても、１００μｍより著しく小さい液滴寸法を達成することができる。例えば、Ｍａｌｖ
ｅｒｎのＳｐｒａｙｔｅｃレーザー回折分光計を用いて測定することにより、液滴寸法分
布を測定することができる。
【００５５】
　気体を吹き込むことによる洗浄の間に用いる圧力は、１．０ｂａｒ～１００ｂａｒ、好
ましくは２．０ｂａｒ～５０ｂａｒ、特に好ましくは３．０ｂａｒ～２０ｂａｒである。
【００５６】
　噴霧および気体を吹き込むことによる洗浄の双方に用いるガスは、一般的に圧縮空気で
ある。しかしながら、他の不活性ガス、例えば窒素などを同様に用いてよい。しかしなが
ら、特に気体を吹き込むことによる洗浄の間、例えば非常に高い反応性原材料系の場合、
所要の洗浄効果を確保するために、固体粒子または液滴をガスストリームに添加すること
も考えられる。
【００５７】
　流路へのガスストリームの最後の導入を、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路からの反
応性混合物の出口のすぐ近く、即ち、流路の端部手前のおよそ３．０ｍｍ～５０．０ｍｍ
、好ましくは５．０ｍｍ～４０．０ｍｍ、特に好ましくは８．０ｍｍ～３０．０ｍｍで実
施することが好ましい。
【００５８】
　噴霧ランスまたは噴霧ノズルの長さが２００ｍｍより長い場合、最初のガス導入と最後
のガス導入との間の中間箇所にて、更なるガス導入を配置することが適切である。
【００５９】
　個々のガス導入の間の距離が大きすぎる場合、噴霧液滴は合一し、その結果、流路を通
る噴霧滴の輸送はかなり阻害される。
【００６０】
　個々のガス導入の間の距離を、次の方法に関連する固有値により規定する：
【００６１】
【数６】

【００６２】
　用いる原材料系に応じて、これは好ましくは５～１００であり、特に好ましくは７～７
０であり、極めて特に好ましくは１０～５０の範囲である。低活性の原材料系に対しては
、第１の概算としての出発値として固有値４０を用いることができ、より高い活性を有す
る原材料系に対しては、出発地として固有値２０を用いることができる。
【００６３】
　反応性混合物の排出量、粘度および反応性に依存して、また、流路の所要の全長Ｌに依
存して、流路の直径ｄは２．０～３０．０ｍｍであってよく、好ましくは３．０～２０．
０であり、特に好ましくは４．０～１０．０ｍｍである。
【００６４】
　最終的にどの直径ｄを選ぶべきかは、原材料系、塗布量および流路長に基づき、１度だ
け実施すべきである実際の試験によってのみ決定することができる。
【００６５】
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　しかしながら、それぞれ異なる直径を有する複数のシリンダー状領域を有する噴霧ラン
スも好適である。特に好適な態様において、直径は、出口開口へ向かう方向で領域ごとに
増加する。その結果、噴霧ランスの第１部分において、相対的にインパルスを負荷したス
トリームが比較的大きな距離を流れることができる。その場合、インパルスは断面の拡大
により減少する。図４に示すように、ガス注入箇所を断面拡大部の下流に配置することが
好適である。なぜなら、それによってそれらの領域の死角を避けることができるからであ
る。ここでも、基準直径ｄを次の数式から再び計算する：
【００６６】
【数７】

【００６７】
　これは、実際の流路と同じ体積および同じ長さを有する途切れのない連続的なシリンダ
ー状領域が２つの隣り合うガス注入箇所の間に有したであろう直径に再び対応する。その
数式において、Ｖは隣り合うガス注入箇所の間の流路の体積に対応し、ｌは２つのガス注
入箇所の間の距離である。
【００６８】
　流路へガスを導入する噴霧ランスまたは噴霧ノズルの入口開口を、接線方向に配置する
ことができる。これは噴霧液滴の形成を向上させ、その結果、噴霧液滴の輸送も、更に噴
霧システム全体のクリーニングも向上させる。各注入箇所を複数の入口開口で構成しても
よく、その場合、それを周囲に均一に分布させて配置することが好ましい。注入箇所に関
連する入口開口が、軸方向で僅かなオフセット状態で配置することも考えられる。
【００６９】
　新規な装置の更なる態様において、ガス体積を調節する制御要素を、ガス接続パイプに
おいて、ガスのソースと、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路にガスストリームを供給す
るパイプとの間に配置する。反応性混合物の排出量が変化する場合、このようにして、ガ
ス体積を適応させることができる。
【００７０】
　本発明の方法に関連する要件に基づいて個々のガス接続パイプのガスストリームを段階
的に調節すること、即ち、例えば２つのガス接続パイプの場合、第１のものは、ガススト
リームの全体積の６０％～８０％を受容し、第２ガス接続パイプは、ガスストリームの全
体積の約２０％～４０％を受容することが、更に可能である。このようにすると、全ガス
体積を最小化することが可能であり、同様に低エアロゾルおよび低インパルスの噴霧ジェ
ットを生じさせることが可能である。
【００７１】
　制御要素の下流に圧力計を配置する場合、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの流路の操作性
、即ち、清浄度をモニターすることができる。ガスストリームが一定で圧力増加が生じる
場合、これは、十分に反応した反応性混合物が流路に付着していることを示す。
【００７２】
　新規な装置の特別な態様において、ガス体積を調節する制御要素として、体積制御バル
ブを用い、インパルスパイプ（電気信号ライン）により、体積制御バルブおよび圧力計を
制御装置に接続する。
【００７３】
　そのようにすると、ガス体積を増加させることにより圧力を増加させる場合、流路の閉
塞を自動的に防ぐことができる。噴霧方法とって重要であり、基準としての「低エアロゾ
ルおよび低インパルスの噴霧ジェット」が阻害されない限り、ガス体積を増加させること
ができるにすぎないため、当然、この手段には限界がある。
【００７４】
　更なるインパルスパイプ（電気信号ライン）により、制御装置を計量（または計量供給
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）ユニットにも接続する場合、反応性混合物の排出量が変化するとき、それに応じてガス
体積を自動的に適応させることができる。
【００７５】
　噴霧ランスまたは噴霧ノズルの交換ステーションと接続して、十分な自動処理も可能で
ある。
－噴霧ランスまたは噴霧ノズルが、「固まった」反応性混合物によりあまりにひどく詰ま
った場合、
－例えば、異なる厚さを有する噴霧層の場合で、反応性混合物の排出量を変化させる場合
、
－噴霧層の特別な外形のために、例えば、噴霧ノズル（図５も参照）により噴霧を開始し
、その後、噴霧ランスに交換する必要がある場合、
噴霧ランスまたは噴霧ノズルを自動的に変えることが好ましい。
【００７６】
　本発明は、この出願で説明する方法または装置により製造されるポリウレタンの層を含
む成形品の使用にも関する。
【００７７】
　下記の図面を参照して、本発明を詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００７８】
【図１】図１は、９０°の屈曲部を有する噴霧ノズルを有する混合ヘッドを略図の形態で
示す。
【図２】図２は、噴霧ランスを有する噴霧システムを略図の形態で示す。
【図３】図３は、噴霧ランスの特別な構造を略図の形態で示す。
【図４】図４は、噴霧ランスの更なる特別な構造を略図の形態で示す。
【図５】図５は、噴霧ランスまたは噴霧ノズルの交換ステーションを有する噴霧システム
を略図の形態で示す。
【発明を実施するための形態】
【００７９】
　図１は、混合ヘッド２、および噴霧手段として、ポリウレタン反応性混合物を基材５に
噴霧するための９０°の屈曲部（またはベンド）４を有する噴霧ノズル３を有する装置１
を示す。接続パイプによって、反応性成分であるポリオールＡおよびイソシアネートＢを
計量ユニット（図示せず）を経由して貯蔵容器から高圧混合ヘッド２に搬送し、それらを
互いに混合する。次に、９０°の屈曲部４を有する噴霧ノズル３の流路に通して反応性混
合物を押し出し、明らかな空洞およびアンダーカット、即ち、到達することが難しい空洞
を有する型の型表面である基材５に、噴霧ジェット６の形態で塗布する。
【００８０】
　噴霧した反応性混合物は、型表面（基材５）上で十分に反応し、皮膜７の形成を生じ、
続けて更なる処理工程（図示せず）において、その後ろにフォームを適用し、それを更に
処理して、例えば自動車産業用の成形品を形成する。
【００８１】
　混合ヘッド２のすぐ下流で、流れの方向に、ガスストリーム８を噴霧ノズル３の環状流
路の中へ通す。次にガスは、環状流路９から、３つのガス供給パイプ１０ａ、１０ｂ、１
０ｃを経由して、噴霧ノズル３の流路１１に入り、そこにおいて、第１ガスストリームは
反応性混合物を噴霧滴に分割し、次に反応性混合物を流路から出口へ更に導き、そして噴
霧する。
【００８２】
　図２では、反応性成分ＡおよびＢを接続パイプにより、貯蔵容器から計量ユニット（略
図に図示せず）を経由して高圧混合ヘッド２に同様に運搬し、そこでそれらを互いに混合
する。次に、噴霧ランス３’の形態で、反応性混合物を噴霧手段の流路１１’に通して押
し出す。
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【００８３】
　噴霧ランス３’の流路１１’への第１のガス導入、即ち、流路１１’の入口領域に配置
した第１供給パイプ１０ａ’が、混合ヘッド２のすぐ下流で存在する。その結果、反応性
混合物を噴霧液滴に分割し、流路から出口の方向に運搬する。
【００８４】
　噴霧液滴は、流路を通って流れると合一する傾向があるため、供給パイプ１０ｂ’を通
る第２のガス導入を距離ｌ１にて実施し、結果的に噴霧液滴の合一を防ぐ。
【００８５】
　同様に合一を防ぐために、更なる距離ｌ２にて、流路１１’の出口領域に配置した供給
パイプ１０ｃ’を通って、第３の（この実施例では最後となる）ガス導入１０ｃ’を実施
する。このようにして、流路の全長Ｌにわたってガス添加の流れが生じ、微細に分割した
気体／液体分散物を生成し、その後、噴霧ジェットとして噴霧ランス３’の流路１１’を
出る。このようにして、比較的長い流路を有する場合であっても、１００μｍよりも小さ
い液滴寸法を有する液滴スペクトルを達成することができる。
【００８６】
　図２は、ガスのソースに接続された圧縮機１３を更に示し、圧縮機１３のガスパイプ１
６ａ、１６ｂ、１６ｃは、体積制御バルブ１４ａ、１４ｂ、１４ｃおよび圧力計１５ａ、
１５ｂ、１５ｃを経由して、ガス供給パイプ１０ａ’、１０ｂ’、１０ｃ’に到る。圧力
計１５ａ、１５ｂ、１５ｃおよび体積制御バルブ１４ａ、１４ｂ、１４ｃを、インパルス
パイプ１７により制御装置１８に接続する。
【００８７】
　更なるインパルスパイプ１９により、制御装置を反応性成分ＡおよびＢ用の計量装置（
図示せず）に接続する。反応性混合物の排出量が変化する場合、そのようにして、噴霧ラ
ンスの流路に導入するガスストリームを自動的に適応させることができる。
【００８８】
　圧力計１５ａ、１５ｂ、１５ｃにより、流路１１’の状態をモニターすることが更に可
能である。流路１１’が完全に反応した反応性混合物により次第に詰まってきた場合、閉
塞を防ぐために、ガスストリームを増加させることができる。しかしながら、理想的な噴
霧層の形成を可能にするために、噴霧ジェットは低エアロゾルおよび低インパルスである
必要があるので、ガスストリームにより噴霧ジェットを阻害しない程度だけ、ガスストリ
ームを増加させることができる。過剰な反応性混合物が噴霧チャネル１１’で固まった場
合、噴霧ランス３’を交換する必要がある。図５の略図の形態で示した噴霧ランス／噴霧
ノズル交換ステーションと接続して、これを完全に自動的に実施することができる。
【００８９】
　圧力計により、噴霧チャネル１１’の噴霧ランス３’のどの領域が反応性混合物の固化
を増進させたか測定することもできる。ケーキングの増加が流路1１’の端部領域である
場合、３つの圧力計全てにて圧力は増加する。ケーキングの増加が流路１１’の上流領域
のみである場合、第１ガス供給パイプ１０ａ’の圧力計１５のみ圧力が増加する。
【００９０】
　射出の中断の場合または射出の終了後、混合ヘッドは、反応性成分を再循環に切り替え
、その結果、計量供給操作は終了する。
【００９１】
　流路に気体を通して完全にきれいになるまで、噴霧操作を短時間維持する。
【００９２】
　次に、噴霧ランス３’を有する混合ヘッド２をピボット回転させて洗浄状態にし、体積
制御バルブ１４ａ、１４ｂ、１４ｃによりガスストリームを自動的に増加させ、それによ
って、反応性混合物の最後の残留物を洗浄ステーションの流路１１’の外に吹き飛ばす。
それによって生成するエアロゾルを排気装置により除去する。
【００９３】
　図３は、下記の特定の特徴を有する噴霧ランス３’’の特別な構造を示す：
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－流路１１’’に入るガス供給パイプ１０ａ’’、１０ｂ’’、１０Ｃ’’は、流路の周
囲に環状に配置したチャネルにより達成される。これは、最適な噴霧液滴生成をもたらし
、また分断されていない、即ち、デッドスペースのない、完全に均一な噴霧液滴の流れも
もたらす。更に、チャネルによるガスの流入によって、噴霧ランスの流路の洗浄も向上す
る。
－噴霧チャネル１１’’の出口領域における噴霧ミストの９０°の偏向を特に簡素な構造
により実施し、非常に狭い空洞の場合、あるいはチューブの内側表面であっても、アンダ
ーカットの噴霧をも可能にする。
【００９４】
　図４は、２本のガス供給パイプ（１０ａ’’’、１０ｃ’’’）のみ有する、約１００
ｍｍ～２００ｍｍの長さを有する比較的短い噴霧ランス３’’’を示す。
【００９５】
　しかしながら、この態様に特有の特徴は、流路を、流れの方向に円錐状に先細る（約１
°～５°）領域１９ａ、１９ｃに分割していることである。
【００９６】
　まず、この配置は、動作のその形態に関する、図３に示すような流入の特別な変化形で
ある。
【００９７】
　しかしながら、その円錐度は、特にガス導入が接線方向に流入する場合、特に幅の広い
噴霧ジェットも生む。
【００９８】
　図５は、１８０°のアーチを備えた噴霧ノズル３’’’’を有する混合ヘッド２を、略
図の形態で示す。被覆すべき表面（基材５）の一部が型の空洞にあるため、この特別な場
合には、これが必要である。
【００９９】
　この実施例では、図１で示すように、流路の周囲に配置した環状チャネル（図５に図示
せず）によって、噴霧ノズル３’’’’の流路へのガス導入を実施する。
【０１００】
　図５に略図の形態で示す噴霧手段１’’’’は、関連する噴霧ランスまたは噴霧ノズル
の交換ステーション２０も有し、それは噴霧処理全体の間、噴霧ノズルまたは噴霧ランス
を交換することを可能にするもので、この特定の実施例では、ほぼ全ての表面が別々の噴
霧ノズルまたは噴霧ランスを必要とするため、それが必要である。

【０１０１】
　この特定の実施例において、同時にまたは交互に稼働する２つの混合ヘッドを用いるこ
とも考えられる。これは、噴霧ランスまたは噴霧ノズルを交換するただ１つの混合ヘッド
を用いる場合に必要とする時間を少なくとも省く。
【０１０２】
　図２で示す噴霧ステーションと連結する、図５の略図の形態で示す噴霧ランスまたは噴
霧ノズルの交換ステーションは、完全に自動の噴霧処理を可能にする。
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